












































　Television programs have now become an essential medium to access information and a source of entertainment in the 
present society. This study conducted a TV viewing survey involving people with mild or moderate intellectual disabilities, 
in order to investigate whether they obtain the necessary information and entertainment from TV programs. Based on 
the obtained data, we examined the future of TV shows that are appropriate for people with mild or moderate intellectual 
disabilities.
　In 60 people with intellectual disabilities, we investigated the types of TV shows that they viewed in the last one week, 
those they like and do not like, and those they desire to watch. As the results, concerning the questions on the types of 
TV shows they like and recently viewed, “entertainment” and “animation” programs accounted for the most, at more than 
60%. “Dramas” was the most common answer to questions about both the types of TV shows that they do not like as well 
as those they desire to watch. The number of subjects who liked, desired to watch, or recently viewed “news programs” 
was low. The results showed that people with intellectual disabilities are likely to watch TV to entertain themselves; 
however, they are not likely to watch it to access information. In order for people with intellectual disabilities to access 
information and enjoy culture through TV, it is necessary to produce news programs that are easy to understand and 
dramas that are simple and non-violent.
キーワード：知的障害者　テレビ視聴　情報アクセシビリティ　文化的な享受



























































































































































































































































ドラマ 24 時代劇(2)，恋愛ドラマ(2)，アクションドラマ, サスペンス, 推理ドラマ, 特撮ヒーロー
のドラマ, 歴史ドラマ, 刑事ドラマ
アニメ 4
ギャンブル 0
コマーシャル 0
ドキュメント 5 賢者の選択
旅 9
教養 4 スカンジナビアの社会歴史公共サービス，福祉国家の特集制度
子ども番組 0
料理 3
その他 0
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「アクションドラマ」「サスペンス」「推理」「特撮ヒーロー」
「歴史ドラマ」「刑事ドラマ」といろいろなドラマが挙げ
られていた。内容が多様であることがドラマの特徴なの
で，嫌いなドラマもあるが，見たいドラマも多く挙げら
れ，ドラマへの期待の高さが示されていた。また，嫌わ
れるドラマとして暴力的という回答があり，暴力的な描
写への配慮が求められる。
　関心が高いと考えられる６ジャンルの中で，見た，好
き，見たい番組の３項目について，「ニュース」は低い
回答数であった。特に好きな番組では３の回答数しかな
かった。「上村君の殺害ニュースがいや」「号泣している
議員がいや」という意見があり，残酷で感情的なニュー
スが苦手な人がいた。
　嫌いな番組のその他で，「討論番組」「政治」「テロッ
プ過剰演出」「意味や内容がわからない」「国会中継」が
挙がっていた。「国会中継」が嫌いという理由は「わか
らない」ということであり，「討論番組」「政治」につい
ても，わかりにくさが影響しているのではないかと思わ
れる。
　見たジャンルにはなかった「旅」「教養」が見たいジャ
ンルとして挙げられており，いろいろなテレビ番組への
興味の広がりが感じられた。また「子ども番組」に回答
がなかったのは，今回の調査対象が18歳以上の就労者
とディケアセンター通勤者であったことが影響したと思
われる。
３．考察
（1）テレビ視聴の実態からの考察
　療育手帳B1，B2を持つ中度から軽度の知的障害者の
テレビ視聴の実態について調査した。項目による回答人
数と回答数は，見た番組が42人で192，好きな番組が
57人で138，見たい番組が47人で102だったのに比べ，
嫌いな番組は23人で33と少なかった。嫌いな番組は見
ていないために番組名をあげる人が少なかったのではな
いかと思われる。
　４項目合わせて回答数が多かった「ニュース」「音楽
番組」「スポーツ」「バラエティ」「ドラマ」「アニメ」が，
中度と軽度の知的障害者にとって関心が高いジャンルだ
と考えられる。特に，見た番組と好きな番組の両方で，
「バラエティ」「アニメ」が上位１，２位で60％以上を占
め，人気があることが示された。「アニメ」は好きな番
組の１位であることに加えて，嫌いな番組の回答数が０
であり，最も好まれているジャンルであるといえる。見
た番組としてバラエティの番組名は54種類挙がり，様々
なものが視聴されていた。アニメでは，『サザエさん』『ち
びまる子ちゃん』『ドラえもん』『ポケモン』と，昔から
続いている長寿番組が，見た番組として上位３位に選ば
れていた。キャラクターへのなじみと毎回同じような展
開であることがわかりやすさと安心感を与えるのではな
いだろうか。
　嫌いな番組と見たい番組で「ドラマ」が，どちらも１
位であった。見たい番組として「時代劇」「恋愛ドラマ」
図１．最近の１週間で見た番組，好きな番組，嫌いな番組，見たい番組のジャンルごとの回答数の比較
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中度と軽度の知的障害者のテレビ視聴に関する調査
ルを付与した共通コンテンツをストリーミング配信，オ
ンデマンド配信する会員ネットワーク「スコラネット（ス
キルアップ・コンテンツ・ライブラリー）」の実践研究
が行われている。「目で聴くテレビ」の放送で使用され
た手話や字幕の方法が，聴覚障害者の情報提供等に有効
であった（梅田，2011）ことなどを踏まえて， 知的障
害者の障害特性に合う具体的で有効な方策を検討するこ
とが，急務な課題である。
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（2）今後のテレビ番組制作について
　2006年に行われた視覚障害者向け解説放送開発に関
する調査（社会福祉法人日本盲人会連合）において，
584名の視覚障害者を対象とした結果では，よく視聴し
ているテレビ番組として，１位でニュース・報道番組
と回答した人が170名（93.9％）を占め，次いで２位で
ドラマが115名（63.5％），３位でドキュメンタリーが
100名（55.2％）と続いた。知的障害者の多くが視聴し
ていたバラエティは40名（22.1％）で10位，アニメは
33名（18.2％）11位で最下位だった。また，優先的に
解説放送をつけてほしい番組も，ニュース・報道番組が
63.7％で１位であった。対象人数の差はあるが，知的
障害者と視覚障害者が視聴しているテレビ番組の傾向が
全く異なり，視覚障害者は，ニュースや報道番組から情
報を得るためにテレビ番組を視聴し，知的障害者は，バ
ラエティやアニメから笑いや面白さを得るために視聴す
ることが示された。
　今後，知的障害者のテレビ放送による情報アクセシビ
リティと文化的享受を向上させるためには，ニュースと
ドラマの視聴を増やしていくことが必要だと考えられ
る。テレビニュースは，活字で提供される新聞やWEB
ニュースよりも視聴しやすいと思われるが，それでも見
ている人，好む人は少なかった。彼らが情報の多くを得
ないで生活している実態と，ニュース内容が彼らにわか
りやすく提供されていない状況を示していると考えられ
る。抽象的な事柄の理解が難しい知的障害者に，情報を
わかりやすく伝え，自分の生活と関わる具体的な事柄と
してとらえていけるようなニュース番組のあり方が求め
られる。また，ドラマについては，展開がわかりやすく，
暴力的な描写がないものの制作が求められる。
　彼らにわかりやすく伝えることができるテレビ番組を
考えるにあたり，知的障害者に情報提供をするための方
法をまとめた「わかりやすい情報提供のガイドライン」
（2015）が参考になると思われる。ガイドラインによる
と，障害特性に配慮したテレビ放送の基本的な話し方に
ついて，具体的に話す，複雑な表現をさける，構成をはっ
きりさせる，ゆっくり話す，年齢に相応しいことばを使
うことに留意するとわかりやすいと考えられる。さらに，
ニュース番組では，話しことばだけに頼らず，視覚イメー
ジ情報として，動画，図や絵，写真，模型などを併用す
る。視覚障害者や聴覚障害者に使用する音声解説や字幕
も，知的障害者向けにすることで，情報を補うために有
効ではないかと考えられる。広瀬（2014）は， 高齢化
にともなって耳や目が不自由になった人が増えており，
聴覚，視覚障害者以外でも字幕放送や音声解説放送を必
要とする人が増えていると述べている。
　2011年には，聴覚障害者，視覚障害者，知的障害者
などの人が，字幕，手話，音声解説，ピクトグラム等のツー
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